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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期（平成 29年４月１日～平成 29年 12 月 31 日）のわが国経済は、雇用情勢が着実

に改善し、個人消費や輸出が持ち直したほか、設備投資が緩やかに増加するなど、景気は緩やか

に回復しました。 

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業

界においては、貨物量が増加しているものの競争の激化等により、また不動産業界においては、

賃貸オフィスビルの需給改善による賃料上昇の動きが一部に止まったことにより、引き続き厳し

い状況のうちに推移しました。 

このような状況の下、当社グループは、積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等

の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃

料水準の維持・向上に努めました。他方、コスト管理の徹底と業務の効率化を一層推し進め、業

績の確保に努めました。 

この結果、営業収益は、物流事業で、倉庫、陸上運送、港湾運送及び国際運送取扱の各事業に

おいて貨物取扱量の増加により収入が増加したため、不動産事業で、設計施工の受注増加により

収入が増加した一方、不動産賃貸事業における大阪地区のサブリース施設解約やマンション販売

物件の減少により収入が減少したものの、全体として前年同期比 47 億円（3.0％）増の 1,601 億

7 百万円となりました。また営業原価は、物流事業で、貨物取扱量の増加に伴い作業運送委託費

等が増加したほか、不動産事業で、設計施工の受注増加に伴い設計施工費が増加したため、マン

ション販売物件の減少に伴い不動産販売原価等が減少したものの、全体として前年同期比 53 億 9

千 6 百万円（3.9％）増の 1,422 億 2 百万円となり、販売費及び一般管理費は、連結子会社におけ

る経費の増加等により、同 1億 7千 5百万円（2.3％）増の 77 億 9 千 2百万円となりました。 

このため、営業利益は、物流事業で増益、不動産事業で減益、全体として前年同期比 8億 7千

1百万円（7.9％）減の 101 億 1 千 3 百万円となりましたが、経常利益は、持分法による投資利益

の増加等により、同 2億 4千 5百万円（1.9％）増の 134 億 3 千 7百万円となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は、同 2億 1千 5百万円（2.4％）増の 92 億 2 千 6百万円となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

①  倉庫・港湾運送等の物流事業 

倉庫・陸上運送の両事業は、自動車部品、食品等の取扱増加により、営業収益は倉庫事業で

前年同期比 7.3％増の 392 億 7 千 4 百万円、陸上運送事業で同 9.0％増の 367 億 1千 6 百万円と

なりました。また港湾運送事業は、コンテナ貨物の取扱増加等により、営業収益は前年同期比

2.3％増の 175 億 1 千 9百万円となり、国際運送取扱事業は、輸出入貨物の取扱増加等により、

営業収益は同 17.9％増の 371 億 3 千 7百万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比 120 億 1 千 8百万円（9.8％）増の 1,349

億 5 千 4百万円となりました。また営業費用は、貨物取扱量の増加に伴い作業運送委託費等が

増加したため、前年同期比 111 億 2 千 3百万円（9.5％）増の 1,287 億 8千 2 百万円となりまし

た。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 8億 9千 4百万円（17.0％）増の 61

億 7 千 1百万円となりました。 
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②  不動産事業 

主力の不動産賃貸事業は、大阪地区のサブリース施設解約等により、営業収益は前年同期比

3.7％減の 220 億 3 千 4百万円となりました。その他の営業収益は、設計施工事業における受注

増加があったものの、マンション販売事業における販売物件の減少により前年同期比 59.0％減

の 45 億 7千 3 百万円となりました。 

この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比 74億 1 千 3百万円（21.8％）減の 266

億 8 百万円となりました。また営業費用は、設計施工の受注増加に伴い設計施工費が増加した

ものの、マンション販売物件の減少に伴い不動産販売原価等が減少したため、前年同期比 55

億 1 千 8百万円（22.9％）減の 186 億 1百万円となりました。このためセグメント利益（営業

利益）は、前年同期比 18 億 9 千 4 百万円（19.1％）減の 80 億 6百万円となりました。 

 

セグメントごとの主要業務の営業収益 

 営業収益(百万円) 前年同期比増減 

前第３四半期 
連結累計期間 

当第３四半期 
連結累計期間 

金額(百万円) (％) 

倉庫・港湾運送等の物流事業 

（倉庫事業） 

（陸上運送事業） 

（港湾運送事業） 

（国際運送取扱事業） 

（その他） 

 

36,606 

33,679 

17,118 

31,498 

4,031 

 

 39,274 

36,716 

17,519 

37,137 

4,304 

 

2,668 

3,036 

400 

5,639 

273  

 

7.3 

9.0 

 2.3 

17.9 

6.8 

計 122,935 134,954 12,018 9.8 

不動産事業 

（不動産賃貸事業） 

（その他） 

 

22,876 

11,145 

 

22,034 

4,573 

 

△841 

△6,571 

 

△3.7 

△59.0 

計 34,021 26,608 △7,413 △21.8 

セグメント間取引消去   △1,550   △1,454   95 － 

合計 155,407 160,107 4,700 3.0 

(注)上記金額には、消費税等は含まない。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況 

当第３四半期末の総資産は、設備投資に伴い「建設仮勘定」等が増加したほか、株式相場の

上昇に伴い「投資有価証券」が増加したため、前期末比 303 億 1千 6 百万円増の 4,656 億 7 千

1 百万円となりました。 

他方当第３四半期末の負債合計は、約定返済に伴い「借入金」が減少したものの、第 16 回及

び第 17 回無担保社債発行に伴い「社債」等が増加したほか、株式相場の上昇に伴い「繰延税金

負債」が増加したため、前期末比 77 億 6千 2 百万円増の 1,662 億 4 千 6百万円となりました。 

また当第３四半期末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により「利益剰

余金」が増加したほか、株式相場の上昇に伴い「その他有価証券評価差額金」が増加したため、

前期末比 225 億 5 千 4百万円増の 2,994 億 2 千 4百万円となりました。 

この結果、当第３四半期末の自己資本比率は、前期末を 0.7 ポイント上回る 63.7％となりま

した。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償
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却による資金留保等により、145 億 4 千 5 百万円の増加となりました。 

当第３四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等により、

180 億 4百万円の減少となりました。 

当第３四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出等があった

ものの、社債の発行による収入により、39 億 1千 3 百万円の増加となりました。 

この結果、当第３四半期の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る

換算差額（5 千 7 百万円の減少）を加えた全体で 3 億 9 千 6 百万円の増加となり、現金及び現

金同等物の四半期末残高は 373 億 1 千 8百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期の業績は概ね期首予想（平成 29 年４月 28 日発表の予想数値）に沿って進捗して

いるため、通期の業績予想については期首予想を据え置いております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,841 35,973

受取手形及び営業未収金 33,588 36,876

有価証券 - 2,000

販売用不動産 9,846 10,971

繰延税金資産 1,638 1,166

その他 6,336 7,127

貸倒引当金 △83 △71

流動資産合計 89,167 94,043

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 108,550 107,245

機械装置及び運搬具（純額） 4,049 3,947

土地 86,905 86,758

建設仮勘定 1,534 7,612

その他（純額） 6,287 6,133

有形固定資産合計 207,327 211,697

無形固定資産

借地権 7,722 7,722

のれん 1,236 1,017

その他 6,923 7,029

無形固定資産合計 15,882 15,769

投資その他の資産

投資有価証券 114,545 136,226

長期貸付金 527 111

繰延税金資産 2,359 2,389

その他 5,708 5,516

貸倒引当金 △22 △22

投資損失引当金 △140 △61

投資その他の資産合計 122,977 144,160

固定資産合計 346,187 371,627

資産合計 435,354 465,671
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 21,750 19,708

短期借入金 20,546 12,494

1年内償還予定の社債 - 7,000

未払法人税等 2,676 991

取締役賞与引当金 50 37

その他 14,123 11,304

流動負債合計 59,146 51,536

固定負債

社債 27,000 36,000

長期借入金 18,053 16,849

長期預り金 21,142 22,004

繰延税金負債 20,424 27,520

役員退職慰労引当金 195 167

退職給付に係る負債 12,208 11,913

その他 312 255

固定負債合計 99,337 114,709

負債合計 158,484 166,246

純資産の部

株主資本

資本金 22,393 22,393

資本剰余金 19,566 19,566

利益剰余金 180,762 187,360

自己株式 △832 △840

株主資本合計 221,890 228,480

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,422 67,527

為替換算調整勘定 975 786

退職給付に係る調整累計額 △64 △125

その他の包括利益累計額合計 52,332 68,188

非支配株主持分 2,646 2,755

純資産合計 276,870 299,424

負債純資産合計 435,354 465,671
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業収益

倉庫保管料 17,664 18,654

倉庫荷役料 12,390 13,348

陸上運送料 33,679 36,716

港湾荷役料 13,409 13,805

国際運送取扱料 31,402 37,050

不動産賃貸料 24,106 23,274

その他 22,754 17,258

営業収益合計 155,407 160,107

営業原価

作業運送委託費 60,908 69,292

人件費 26,652 27,473

施設賃借費 6,668 6,825

減価償却費 9,294 9,172

その他 33,281 29,438

営業原価合計 136,806 142,202

営業総利益 18,600 17,905

販売費及び一般管理費 7,616 7,792

営業利益 10,984 10,113

営業外収益

受取利息 21 56

受取配当金 1,811 2,495

持分法による投資利益 385 1,247

その他 491 367

営業外収益合計 2,711 4,167

営業外費用

支払利息 473 456

為替差損 - 241

その他 30 145

営業外費用合計 503 842

経常利益 13,191 13,437

特別利益

固定資産処分益 26 35

投資有価証券売却益 36 361

投資損失引当金戻入額 - 67

施設解約補償金 172 -

特別利益合計 235 464

特別損失

固定資産処分損 219 408

賃貸借契約解約損 - 51

投資有価証券評価損 - 27

投資損失引当金繰入額 21 -

損害補償費用 - 94

特別損失合計 241 580

税金等調整前四半期純利益 13,186 13,320

法人税等 4,128 3,988

四半期純利益 9,058 9,332

非支配株主に帰属する四半期純利益 46 105

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,011 9,226
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 9,058 9,332

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,048 16,119

為替換算調整勘定 △2,290 △78

退職給付に係る調整額 5 △58

持分法適用会社に対する持分相当額 △350 △96

その他の包括利益合計 9,412 15,885

四半期包括利益 18,470 25,218

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 18,505 25,082

非支配株主に係る四半期包括利益 △35 135
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 13,186 13,320

減価償却費 9,558 9,449

引当金の増減額（△は減少） 24 △91

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △363 △297

受取利息及び受取配当金 △1,833 △2,552

支払利息 473 456

投資有価証券売却損益（△は益） △36 △361

投資有価証券評価損益（△は益） - 27

売上債権の増減額（△は増加） △3,096 △3,264

販売用不動産の増減額（△は増加） 1,278 △1,124

仕入債務の増減額（△は減少） 1,610 △2,068

預り金の増減額（△は減少） 1,394 1,294

その他 △2,763 107

小計 19,432 14,895

利息及び配当金の受取額 2,114 5,263

利息の支払額 △507 △494

法人税等の支払額 △4,348 △5,118

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,690 14,545

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △11,426 △18,676

固定資産の売却による収入 51 44

投資有価証券の取得による支出 △32 △34

投資有価証券の売却による収入 52 361

その他 207 299

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,146 △18,004

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の純増減額（△は減少） △4,411 △9,225

社債の発行による収入 - 15,905

配当金の支払額 △2,105 △2,629

その他 △233 △137

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,749 3,913

現金及び現金同等物に係る換算差額 △700 △57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,905 396

現金及び現金同等物の期首残高 45,658 36,921

現金及び現金同等物の四半期末残高 43,753 37,318
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調 整 額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注)２ 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

不動産事業 計 

営業収益 

外部顧客に対する営業収益 

 

122,411 

 

32,995 

 

155,407 

 

－  

 

155,407 

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

524 1,025 1,550 △1,550 － 

計 122,935 34,021 156,957 △1,550 155,407 

セグメント利益 5,276 9,901 15,177 △4,193 10,984 

(注) １ セグメント利益の調整額△4,193 百万円には、セグメント間取引消去 15 百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△4,208 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 29年４月１日 至 平成 29年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調 整 額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 

(注)２ 

倉庫・港湾 
運 送 等 の 
物 流 事 業 

不動産事業 計 

営業収益 

外部顧客に対する営業収益 

 

134,415 

 

25,692 

 

160,107 

 

－  

 

160,107 

セグメント間の内部 
営業収益又は振替高 

538 915 1,454 △1,454 － 

計 134,954 26,608 161,562 △1,454 160,107 

セグメント利益 6,171 8,006 14,178 △4,065 10,113 

(注) １ セグメント利益の調整額△4,065 百万円には、セグメント間取引消去 19 百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△4,084 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
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